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国
民
健
康
保
険
税
の
決
め
方
 

　
国
保
の
会
計
は
、
町
の
一
般
会
計
と
は
別
に

独
立
し
た
特
別
会
計
で
運
営
さ
れ
ま
す
。
国
保

会
計
で
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
受
け
た
医

療
費
や
国
保
で
行
う
保
健
事
業
費
な
ど
の
支
出

を
、
国
か
ら
の
負
担
金
や
み
な
さ
ん
の
国
保
税

な
ど
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
国
保
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
に
予
測

さ
れ
る
医
療
費
な
ど
の
支
出
総
額
か
ら
、
国
庫

負
担
金
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
い
た
分
が
必
要

額
に
な
り
ま
す
。
そ
の
必
要
額
に
つ
い
て
は
次

の
四
方
式
に
よ
り
算
定
し
、
そ
の
合
計
額
が
加

入
世
帯
の
一
年
間
の
国
保
税
と
な
り
ま
す
。
 

◆
所
得
割
　
世
帯
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
計

　
　
　
　
　
算
 

◆
資
産
割
　
世
帯
の
固
定
資
産
税
額
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
計
算
 

◆
均
等
割
　
一
人
当
た
り
の
額
 

◆
平
等
割
　
一
世
帯
当
た
り
の
額
 

  　
本
年
度
の
税
率
は
 

　
町
で
は
、
基
金
か
ら
の
三
、
〇
〇
〇
万
円
と

繰
越
金
の
四
、
七
六
四
万
円
を
国
保
税
の
必
要

額
に
充
て
る
こ
と
で
、
国
保
加
入
者
の
負
担
を

軽
減
し
、
国
保
税
の
算
定
を
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
税
率
は
次
の
よ
う
に
な
り
、
一

人
当
た
り
の
税
額
は
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
平

均
一
、
一
一
八
円
増
加
し
、
五
〇
、
六
二
九
円

と
な
り
ま
し
た
。
 

 　
◆
税
率
の
変
更
内
容
 

             　
◆
国
保
税
の
計
算
例
 

　
町
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
は
、
平
成
 

十
二
年
度
か
ら
第
二
期
国
保
財
政
五
ケ
年
計
 

画
に
よ
り
保
険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
を
財
 

源
と
し
た
減
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
も
基
金
か
ら
の
三
、
〇
〇
〇
万
円
 

に
加
え
、
平
成
十
三
年
度
の
繰
越
金
の
四
、
 

七
六
四
万
円
を
減
税
に
充
て
る
こ
と
で
国
保
 

税
を
算
定
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
一
人
当
り
通
常
負
担
税
額
よ
り
 

一
八
、
六
二
九
円
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

　
本
号
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

し
ま
す
。
 

 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

平成12年度 

4.45％ 

32.30％ 

17,200円 

23,300円 

平成13年度 

5.11％ 

37.98％ 

17,400円 

24,700円 

比　　較 

0.66％ 

5.68％ 

200円 

1,400円 

夫婦と子供２人の４人家族（世帯主45歳、妻43歳、子17歳、15歳） 
　平成12年中の所得　世帯主　2,000,000円 
　平成13年度の固定資産税額　 50,000円 
 
　　　　　　　　　　基礎控除　　　　 平成13年度　平成12年度 
　所得割（2,000,000－330,000）×5.11％＝ 85,337円　（ 74,315） 
　資産割　50,000×37.98％　　　　　　＝ 18,990円　（ 16,150） 
　均等割　17,400×4人　　　　　　　　＝ 69,600円　（ 68,800） 
　平等割　　　　　　　　　　　　　　＝ 24,700円　（ 23,300） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　計　198,600円　（182,500） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨）　　16,100円増 
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所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

平成12年度 

0.62％ 

5.50％ 

5,100円 

3,000円 

平成13年度 

0.93％ 

8.81％ 

6,700円 

4,000円 

比　　較 

0.31％ 

3.31％ 

1,600円 

1,000円 

◆介護保険分の税率 

基　　金 

〔西会津町の場合〕 
歳 入  

繰 越 金  

そ の 他  

国
保
税
必
要
額
 
国
庫
支
出
金
 

〔通常の場合〕 
歳 入  

そ の 他  

国
保
税
必
要
額
 
国
庫
支
出
金
 

歳 出  

そ の 他  

医
　
　
　
療
　
　
　
費
　
　
　
等
 

7,764万円 
軽減 

              　
八
月
四
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
は
、
 

七
月
十
日
告
示
、
十
五
日
投
票
の
予
定
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
七
月
十
日
の
立

候
補
届
け
出
の
結
果
、
現
職
の
山
口
博
續
町
長

以
外
に
立
候
補
の
届
け
出
が
な
か
っ
た
た
め
、

現
町
長
の
再
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
山
口
町
長
は
昭
和
十
年
生
ま
れ
の
六
十
六
歳

で
、
昭
和
六
十
年
の
初
当
選
以
来
、
連
続
五
期

目
の
町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 　
当
選
証
書
が
交
付
 

　
七
月
十
五
日
に
は
当
選
証
書
交
付
式
が
行
わ

れ
、
物
江
千
代
喜
町
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
町

長
へ
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
長
は
「
町
の
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
五
期
目
の
町
政
執
行
に

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

   

  　

一
人
当
た
り

 

　

一
八
、
六
二
九
円
の
軽
減
 

　
図
の
よ
う
に
国
保
税
の
軽
減
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
基
金
と
繰
越
金
を
合
わ
せ
て
、
全
体
で

七
、
七
六
四
万
円
の
軽
減
と
な
り
、
通
常
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額
と
比
較
し
て
、
一

人
当
た
り
一
八
、
六
二
九
円
の
軽
減
に
な
り
ま

し
た
。
 

  　
介
護
保
険
分
も
変
わ
り
ま
し
た
 

　
介
護
保
険
の
第
二
号
被
保
険
者
（
四
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
方
）
で
町
国
保
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
介
護
保
険
分
も
合
算
し
て
納
め

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
介
護
保
険
分
の

税
率
も
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
介
護
保
険
分
の
算
定
方
法
も
国
保
税

と
同
様
に
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等

割
の
四
方
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
 

 　
◆
介
護
保
険
分
の
計
算
例
 

                　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
十
六
年
度
ま
で

基
金
を
財
源
と
し
た
減
税
措
置
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
 

　
国
保
税
は
医
療
費
の
状
況
な
ど
に
よ
り
必
要

額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
そ
の
状
況
に

応
じ
て
税
率
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
分
み
な
さ

ん
の
負
担
も
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
に
気
を
つ
け
、
み
ん
な
で
医
療
費
を
減
ら

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
民
税
係
　
　
　
│
２
２
１
２
 

　
健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

45 45

条件は２ページの計算例と同じ 

 

　　　　　　　　　　基礎控除　　　　平成13年度　平成12年度 

　所得割（2,000,000－330,000）×0.93％＝15,531円　（10,354） 

　資産割　50,000×8.81％　　　　　 　＝ 4,405円　（ 2,750） 

　均等割　6,700×2人　　　　　　　　＝13,400円　（10,200） 

　平等割　　　　　　　　　　　　　　＝ 4,000円　（ 3,000） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　計37,300円　（26,300） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨） 　11,000円増 
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西会津高校 

野沢駅 

町道上原西2号線 

西林大橋 

さゆり公園 

全
体
区
間 

1,420m

今
回
開
通
区
間 

1,070m

   

                  　
野
沢
駅
と
さ
ゆ
り
公
園
が
 

　
　
　
一
・
五
　
で
結
ば
れ
る
 

　
町
道
芝
草
橋
屋
線
は
、
さ
ゆ
り
公
園
と
町
道

野
沢
中
央
線
（
西
会
津
高
校
前
）
を
結
ぶ
、
全

体
計
画
が
一
、
四
二
〇
　
の
道
路
と
し
て
計
画

さ
れ
、
県
の
代
行
事
業
と
し
て
平
成
四
年
度
か

ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
開
通
し
た
の
は
、
西
林
大
橋
を
含
む
、

さ
ゆ
り
公
園
か
ら
町
道
上
原
西
二
号
線
ま
で
の

一
、
〇
七
〇
　
の
区
間
で
、
こ
れ
に
よ
り
野
沢

駅
と
さ
ゆ
り
公
園
が
約
一
・
五
　
で
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
、
野
沢
町
内
と
さ
ゆ
り
公
園
や
ロ

ー
タ
ス
イ
ン
、
福
祉
施
設
な
ど
と
の
交
通
が
よ

り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
 

 　
西
林
大
橋
の
開
通
を
祝
う
 

 　
六
月
二
十
七
日
、
西
林
大
橋
の
開
通
式
が
行

わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
き
な
ど
に

続
い
て
、
芝
草
の
大
槻
榮
久
さ
ん
家
族
の
三
代

夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
で
橋
の
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
野
沢
駅
前
で
は
野
っ
て
み
ん
べ
ぇ
会

（
伊
藤
真
一
大
番
頭
）
に
よ
る
紅
白
も
ち
と
そ

ば
の
振
る
舞
い
や
夕
市
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

 　
今
後
は
、
全
区
間
の
平
成
十
五
年
度
完
了
を

め
ざ
し
、
重
点
的
に
整
備
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。
 

   

　さゆり公園やその周辺施設と野沢駅を結び、国道49号 

や磐越自動車道西会津インターに通ずる幹線道路として 

整備を進めてきた町道芝草橋屋線のうち、西林大橋を含 

む、さゆり公園から野沢駅へ向かう約１kmの区間が開通 

しました。 

 

『西林大橋』が開通 
町道芝草橋屋線 

kmメ
ー
 

ト
ル
 

メ
ー
 

ト
ル
 

キ
ロ
 

メ
ー
ト
ル
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一般廃棄物収集量の推移 

2000 t15001000

可燃 

1459 202 86 67

不燃 資源 粗大 

1497 116 139 68

1569 128 67128

1683 135 119 60

1715

8年度 
平成 

9年度 

10年度 

11年度 

12年度 

1814

1820

1892

1997

2104124 118 147

       　
日
本
は
、
紙
や
石
油
な
ど
の
原
料
の
大
部
分

を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
資
源
の
少
な
い
国
で
す
。
 

こ
れ
ら
を
一
回
だ
け
の
使
用
で
捨
て
て
し
ま
う

の
は
、
資
源
の
無
駄
づ
か
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
 

ご
み
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
で
大
変
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
 

　
地
球
の
環
境
を
守
り
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
環

境
に
や
さ
し
い
心
づ
か
い
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

        　
増
え
て
い
る
ご
み
の
量
 

　
過
去
五
年
間
の
ご
み
量
の
推
移
を
見
る
と
、

毎
年
増
え
続
け
、
平
成
十
二
年
度
に
は
二
、
一

〇
四
�
と
な
り
、
五
年
前
と
比
較
す
る
と
二
九

〇
�
、
一
五
・
四
�
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
十
二
年
度
の
ご
み
の
実
績
は
、
町
民
一

人
あ
た
り
年
間
二
一
一
�
の
ご
み
を
出
し
て
い

る
計
算
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
が
ご
み
を
収

集
、
運
搬
し
、
処
理
す
る
直
接
的
な
必
要
経
費

は
約
八
、
二
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
一
人

当
た
り
に
す
る
と
年
間
八
、
六
四
二
円
か
か
っ

た
計
算
に
な
り
ま
す
。
 

  　
ご
み
の
減
量
大
作
戦
展
開
中
 

　
町
内
か
ら
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
喜
多
方
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
の
山
都

工
場
で
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
の
山
都
工
場
の
焼
却
炉
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
を
減
ら
す
た
め
に
二
基
の
焼
却

炉
を
一
基
ず
つ
交
互
に
工
事
を
実
施
し
、
一
基

二
十
四
時
間
の
フ
ル
稼
働
で
、
一
日
約
五
〇
�

の
可
燃
ご
み
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
夏
場
は
ご
み
の
量
が
急
増
す
る
時
 

             期
で
も
あ
り
、
例
年
と
同
じ
量
が
搬
入
さ
れ
る

と
、
搬
入
さ
れ
た
日
に
処
理
が
で
き
な
く
な
る

事
態
が
予
測
さ
れ
、
粗
大
ご
み
処
理
場
内
に
仮

り
置
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
山
都
工
場
で
処
理
す
る
七
市
町
村

で
は
、
昨
年
の
三
割
削
減
を
目
標
と
し
た
「
燃

え
る
ご
み
の
減
量
作
戦
」
を
展
開
中
で
す
。
 

  　
資
源
の
集
団
回
収
に
ご
協
力
を
 

　
私
た
ち
が
出
す
ご
み
の
中
に
は
、
再
利
用
で

き
る
た
く
さ
ん
の
資
源
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。

古
紙
、
雑
誌
、
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
な

ど
は
、
分
別
し
て
指
定
日
に
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る
資

源
回
収
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
九

月
三
十
日
に
野
沢
小
、
十
一
月
に
は
奥
川
中
と
 

群
岡
中
が
集
団
回
収
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
新

聞
紙
や
雑
誌
、
ビ
ー
ル
ビ
ン
、
一
升
ビ
ン
な
ど

は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
ず
に
集
団
回

収
に
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
町
で
も
八
月
五
日
に
、
布
類
の
集
団

回
収
と
大
掃
除
で
出
た
新
聞
、
雑
誌
類
の
特
別

収
集
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
集
団
回
収
に
出

せ
な
か
っ
た
方
や
保
管
で
き
な
い
方
は
、
こ
の

機
会
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  　
ご
み
減
量
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
 

　
生
活
す
る
上
で
ご
み
は
必
ず
出
て
く
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
は
、
 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
考
え

方
で
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
 

　
昨
年
は
、
分
別
に
よ
り
一
一
八
�
が
再
利
用

さ
れ
て
お
り
、
集
団
回
収
で
は
紙
類
だ
け
で
も

一
三
四
�
が
回
収
さ
れ
、
資
源
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
大
切
な
自
然
や
環
境
の
た
め
に
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
づ
か
い
で
あ
り
優
し
さ
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
や
さ
し
さ
が
、
地
域
を
、
町
を
き

れ
い
に
す
る
大
き
な
チ
カ
ラ
と
な
り
ま
す
。
 

　
「
捨
て
れ
ば
ご
み
、
活
か
せ
ば
資
源
」
を
合

い
言
葉
に
、
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
消
防
環
境
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

45

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

キ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

リサイクル 
社会へ 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
 

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
私
の
両
親
に
つ
い
て
書
い
 

　
　
　
　
て
き
ま
し
た
が
、
他
に
も
大
切
に
し
て
 

い
る
人
達
が
い
る
の
で
、
今
月
は
そ
の
人
達
に
つ
 

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
大
切
な
人
達
と
い
う
の
は
私
の
継
父
達
で
す
。
 

彼
ら
は
父
の
役
割
を
や
っ
て
く
れ
た
の
で
私
の
父
 

だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
継
父
は
３
人
い
て
、
そ
れ
 

ぞ
れ
に
長
い
時
間
一
緒
に
住
ん
で
い
た
し
、
全
然
 

違
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
私
の
考
え
方
や
興
味
に
影
 

響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
３
人
、
ラ
ー
ス
、
デ
イ
 

ブ
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。
 

　
ラ
ー
ス
は
私
が
６
歳
頃
に
一
緒
に
住
む
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
彼
は
新
し
い
車
体
工
場
の
 

営
業
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
そ
の
工
場
へ
良
く
遊
 

び
に
行
っ
て
車
に
つ
い
て
習
い
ま
し
た
。
ラ
ー
ス
 

は
ち
ょ
っ
と
怪
し
い
人
で
、
彼
は
友
達
と
物
を
盗
 

ん
だ
り
、
悪
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
人
 

に
あ
っ
た
お
か
げ
で
私
は
心
理
学
に
興
味
を
持
っ
 

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ラ
ー
ス
が
私
に
教
え
た
 

こ
と
の
一
つ
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
 

分
や
自
分
の
考
え
方
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
 

た
ら
自
分
の
た
め
に
け
ん
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
今
で
も
こ
れ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、
 

か
ら
だ
を
使
っ
て
の
け
ん
か
を
し
て
い
る
わ
け
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
は
頭
を
使
っ
て
色
々
な
け
 

　７月に西会津を離れた、英語指導助手のピー 
ター・セジュウィックさんの送別会が、６月29 
日に統合中学校で行われました。 
　ピーターさんは、小中学校や保育所での語学 
指導や国際交流活動を３年間行ってきました。 
　送別会では、３年間お世話になった各学校の 
生徒らが集まり、感謝の言葉や花束を贈るなど 
して別れを惜しんでいました。 

　７月７・８日に統合中学校の見学会 
が行われ、子供たちやＰＴＡ、一般の 
方々など多くの人が新しい学校を見学 
しました。 
　見学に訪れたみなさんは、教育委員 
会職員の説明を聞きながら学校を一周 
すると、その広さや太陽光発電装置な 
どの充実した設備に驚いていました。 

　
第
　
回
老
人
・
障
害
者
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
７
月
 

　
日
に
さ
ゆ
り
公
園
で
行
わ
れ
、
各
地
区
か
ら
　
人
が
 

参
加
し
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
リ
レ
ー
や
綱
引
き
な
ど
の
ほ
か
、
君
と
い
 

つ
ま
で
も
や
ケ
ツ
圧
測
定
な
ど
、
こ
の
大
会
な
ら
で
は
 

の
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
が
行
わ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
 

レ
ー
と
熱
い
応
援
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
競
技
の
結
 

果
、
群
岡
チ
ー
ム
が
昨
年
に
引
き
続
き
連
覇
を
果
た
し
 

ま
し
た
。
 

22

19

958
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ん
か
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
デ
イ
ブ
は
私
が
８
歳
の
時
私
の
人
生
に
加
わ
り
 

ま
し
た
。
彼
の
お
か
げ
で
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
だ
ん
 

だ
ん
と
得
意
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
色
々
な
ト
レ
 

ー
ニ
ン
グ
の
技
術
や
ゲ
ー
ム
中
の
考
え
方
を
教
え
 

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
と
一
緒
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
練
 

習
道
具
を
作
り
、
そ
れ
で
私
は
練
習
を
し
ま
し
た
。
 

彼
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
持
っ
て
い
て
、
夏
休
 

み
な
ど
に
キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
 

た
。
そ
の
時
環
境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
教
え
て
く
 

れ
て
、
環
境
に
優
し
く
し
な
い
と
環
境
が
破
壊
さ
 

れ
る
と
い
う
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
現
在
の
継
父
で
す
。
私
が
　
歳
 

の
時
か
ら
一
緒
に
住
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
 

も
ま
た
全
然
違
う
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
私
も
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
 

私
は
大
学
へ
行
く
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
 

彼
は
大
学
を
卒
業
す
る
利
益
を
教
え
て
く
れ
ま
し
 

た
。
外
国
旅
行
す
る
予
定
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
 

彼
の
お
か
げ
で
外
国
へ
の
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
３
人
の
中
で
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
一
番
強
い
 

影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
デ
イ
ブ
に
も
ラ
ー
ス
に
 

も
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
の
 

性
格
は
そ
の
３
人
の
個
性
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
 

こ
と
で
、
こ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
 

す
。
今
度
、
誰
か
継
父
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
ら
 

私
の
良
い
体
験
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
父
親
 

が
１
人
だ
け
の
人
よ
り
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
 

私
は
父
が
４
人
も
い
る
か
ら
本
当
に
運
が
い
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

12

　６月末に行われた中体連総合体育大会及び陸 
上競技大会、水泳競技大会の会津大会で、町内 
の中学生が活躍し県大会への出場を果たしまし 
た。その成績は次のとおりです。 
 
◎総合体育大会 
　剣道団体戦　優勝　西会津中学校 
　　　個人戦　優勝　斎藤貴裕（西中） 
◎陸上競技大会 
【男子】 
　200ｍ 　　第３位　石川　健（群中） 
　３種Ａ　　第３位　大竹洋平（新中） 
【女子】 
　砲丸投げ　第４位　橋谷田美佳（西中） 
　３種Ｂ　　第４位　武藤まゆみ（西中） 
　800ｍ 　　第７位　五十嵐理恵（西中） 
◎水泳競技大会 
【女子】 
　100ｍバタフライ　第２位　渡部奈津希（西中） 
　　　　　　　　　第４位　嶋田温子（群中） 
　200ｍ平泳ぎ　　第３位　田崎みのり（西中） 
　　　　　　　　　第６位　長谷川恵（西中） 
　200ｍ背泳ぎ　　第４位　目黒祥子（西中） 
　100ｍ平泳ぎ　　第５位　田崎みのり（西中） 
　400ｍリレー　　第６位　西会津中学校 
　400ｍメドレーリレー　第６位　西会津中学校 

　昨年度の劉麗さんに引き続き、自治体職員協力交流事 
業の交流研修員として来年３月まで町ケーブルテレビで 
研修を行う白美英さんの歓迎レセプションが、７月３日 
に町公民館で行われました。 
　白美英さんプロフィール 
◎国籍　中華人民共和国（北京） 
◎学歴　中国人民警官大学卒 
◎略歴　北京放送局で日本向け中国語講座を担当。その 
　　　　後北京市有線広播電視台（現北京電視台）に勤 
　　　　務し、現在音楽番組の製作を担当。 

ばいめいいぇん 

　
７
月
６
日
、
尾
野
本
保
育
所
で
七
夕
会
 

が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
 

の
願
い
事
を
書
い
た
　
た
ん
ざ
く
　
が
飾
 

ら
れ
た
笹
の
下
で
、
先
生
に
七
夕
の
紙
芝
 

居
を
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
 

　
た
ん
ざ
く
に
は
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
な
 

り
た
い
　
ガ
オ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
お
も
ち
ゃ
 

が
ほ
し
い
　
と
い
う
子
供
ら
し
い
願
い
事
 

か
ら
、
　
み
ん
な
元
気
で
す
ご
せ
ま
す
よ
 

う
に
　
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

大きくなあ～れ（さつまいもの苗植え） 

猛暑の中熱心に聞き入る受講生の皆さん 

   

  　
公
民
館
で
は
、
学
習
、
遊
び
、
親
子
の
ふ
れ
 

あ
い
を
通
し
て
、
子
育
て
の
あ
り
方
を
学
ぶ
場
 

「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
　
み
ん
な
お
い
で
よ
」
を
 

支
援
し
て
い
ま
す
。
 

「
み
ん
な
お
い
で
よ
」
は
、
一
昨
年
の
十
一
月
 

に
活
動
を
開
始
し
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
 

し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
た
ち
 

は
年
齢
層
が
幅
広
く
、
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
の
高
学
年
ま
で
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
異
学
年
、
異
年
齢
の
集
団
で
す
の
 

で
、
け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
 

が
、
そ
の
中
か
ら
素
直
に
謝
る
こ
と
を
覚
え
た
 

り
、
小
さ
い
子
を
か
ば
っ
た
り
す
る
な
ど
い
ろ
 

い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
人
間
と
し
て
生
き
て
い
 

く
う
え
で
の
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と
 

願
っ
て
い
ま
す
。
 

　
活
動
内
容
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的

に
、
お
花
見
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
、
イ
チ
 

             ゴ
狩
り
、
そ
し
て
、
育
て
た
芋
を
焼
き
芋
に
す

る
な
ど
自
然
の
中
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
な
が
ら
の
　
心
に
や
さ

し
い
あ
そ
び
　
と
い
う
こ
と
で
、
昔
語
り
や
わ

ら
べ
唄
遊
び
の
講
習
会
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
公
民
館
で
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
宝
を
育
て
 

る
た
め
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
 

  　
新
郷
女
性
講
座
で
は
、
七
月
十
三
日
う
つ
く
 

し
ま
未
来
博
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た
『
第
二
十
 

三
回
福
島
県
女
性
の
つ
ど
い
』
〜
二
十
一
世
紀
 

・
女
と
男
が
共
に
生
き
る
〜
に
二
十
六
名
が
参
 

加
し
ま
し
た
。
 

　
開
会
式
終
了
後
、
桜
の
聖
母
短
期
大
学
の
二

瓶
由
美
子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

「
女
と
男
の
共
生
社
会
こ
そ
二
十
一
世
紀
」
を

テ
ー
マ
に
、
須
賀
川
市
長
他
二
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
男
女

共
生
社
会
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
も
大
変
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
講

座
生
を
含
め
た
千
六
百
人
の
参
加
者
は
最
後
ま

で
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
い

に
く
雷
雨
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
未
来
博
会
場
の
各
パ
ビ
リ
オ
ン
を
見

学
し
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
（
森
と
共
生
す
る

く
ら
し
）
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。
 

″
 

″
 

み
ん
な
で
育
て
よ
う
 

　
　
　
　
地
域
の
宝
を
！
 

ひ
と
 

ひ
と
 

ひ
と
 

ひ
と
 

　
私
は
昨
年
西
会
津
町
に
越
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
四
歳
と
二

歳
の
子
ど
も
が
お
り
、
十
一
月
に
は
、
三
人
目
が
生
ま
れ
る
予

定
で
す
。
新
し
い
土
地
に
き
た
専
業
主
婦
に
と
っ
て
は
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
が
少
な
い
の
で
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
み
ん

な
お
い
で
よ
」
は
と
て
も
貴
重
な
存
在
で
す
。
子
育
て
サ
ー
ク

ル
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
子
ど
も
と
と
も
に
遊
び
や
学
習
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
平
日

は
月
に
一
回
、
公
民
館
に
集
ま
り
子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
一
回
程
度
、
自
然
を
生
か
し
た
活
動
や
昔
話
、
わ
ら
べ
唄
の
講
習

会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。
今
後
は
、
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
も
自
由
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
に
な
っ
て
欲
し
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

横田敦子さん（5町内） 
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カローリング 
レ ク ダ ン ス 
ストレッチ体操 
インディアカ 
卓　　　　球 
グラウンドゴルフ 
スイミング（水泳） 
ペ タ ン ク 

1 
24 
20 
6・27 
28 
8・22 

4・18・25 
25

水 
金 
月 
月 
火 
水 
土 
土 

10：00～12：00 
19：00～21：00 
19：00～20：00 
19：00～20：30 
19：00～20：30 
13：30～15：30 
19：30～20：30 
13：00～15：00

 
西会津町公民館 
 
群岡中学校体育館 
さゆり公園体育館 
さゆり公園多目的広場 
さゆり公園室内プール 
さゆり公園ふれあい広場 

8月の教室案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 開催日 曜日 時　　間 会　　場 

※スイミング教室については、プール利用料として400円 
　が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツ 
　クラブ（電話45－3244）までお問い合わせ、お申込みく 
　ださい。 

健康づくりは歩くことから 

 　
七
月
十
五
日
、
第
一
回
目
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
講
師
の
河

瀬
功
先
生
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
姿
勢
、

健
康
づ
く
り
効
果
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
仕
方
、
靴

の
は
き
方
、
選
び
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
公
民
館
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
野
沢

小
、
西
林
地
区
、
さ
ゆ
り
公
園
を
経
由
し
て
、

先
日
完
成
し
た
ば
か
り
の
西
林
大
橋
を
渡
り
、

町
公
民
館
に
戻
る
４
・
７
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
実

際
に
歩
き
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
　
℃
を
超
え
る
猛
暑
で
し
た
が
、
 

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
全
員
大
汗
を
か
き
な
が
 

ら
も
、
遠
く
に
残
雪
の
残
る
飯
豊
山
眺
め
た
り
、
 

リ
ン
ゴ
畑
を
眺
め
た
り
し
な
が
ら
、
全
員
歩
き
 

通
し
ま
し
た
。
 

         ＊
町
公
民
館
で
は
、
第
二
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
 

　
室
を
十
月
中
旬
ご
ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
期
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
区
長
配
布
に
て
 

　
募
集
チ
ラ
シ
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
 

　
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

  　
 

　
公
民
館
図
書
室
で
の
本
の
貸
し
出
し
期
間
は
、
 

二
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
間
の
過
ぎ
た
本
 

や
読
み
終
え
た
本
は
、
図
書
室
の
返
本
カ
ゴ
に
 

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
図
書
室
の
利
用
時
間
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
 

 ◇
日
時
　
平
成
　
年
８
月
　
日
（
木
）
 

　
　
　
　
午
前
８
時
開
会
 

◇
会
場
　
群
岡
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

◇
対
象
　
群
岡
地
区
出
身
の
一
般
社
会
人
 

　
　
　
　
（
中
学
生
の
参
加
も
可
）
 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
町
公
民
館
（
　
　
│

３
２
４
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

   

   

　
江
戸
時
代
、
米
沢
や
喜
多
方
の
人
々
が
越
後
 

へ
行
く
場
合
、
反
対
に
越
後
の
人
々
が
そ
ち
ら
 

へ
行
く
場
合
、
そ
の
際
は
ど
う
し
て
も
柴
崎
と
 

野
尻
の
舟
場
か
ら
阿
賀
川
を
舟
で
渡
っ
て
行
か
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

　
従
っ
て
、
こ
の
川
に
橋
が
架
か
れ
ば
極
め
て
 

便
利
に
な
る
と
考
え
る
の
は
当
然
の
事
で
、
最
 

初
は
橋
立
村
分
の
瀬
頭
と
い
う
所
に
架
け
る
計
 

画
だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
架
橋
技
術
で
は
 

無
理
だ
っ
た
と
見
え
て
沙
汰
止
み
と
な
り
、
銚
 

子
ノ
口
に
目
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

　
銚
子
ノ
口
は
当
時
か
ら
有
数
の
名
勝
の
地
で
 

あ
っ
て
、
『
新
編
会
津
風
土
記
』
の
滝
坂
村
の
 

項
に
「
両
岸
ヨ
リ
怪
石
相
束
ネ
、
広
サ
僅
カ
ニ
 

八
、
九
間
、
水
勢
激
流
ス
」
と
あ
り
、
ま
た
下
 

野
尻
村
の
項
に
も
「
両
岸
ヨ
リ
怪
巌
相
ツ
カ
ネ
 

急
流
奔
突
ス
。
昔
牛
海
ノ
潰
シ
所
ト
云
」
と
あ
 

る
。
 

　
阿
賀
川
に
は
こ
う
し
た
難
所
が
い
く
つ
か
あ
 

り
、
そ
の
た
め
に
会
津
藩
の
大
阪
廻
米
の
船
運
 

も
塩
川
か
ら
積
ん
で
利
田
滝
の
難
所
を
避
け
て
 

姥
石
（
山
都
町
）
へ
揚
げ
、
そ
こ
か
ら
駄
送
で
 

大
谷
│
陣
ケ
峯
峠
│
新
郷
通
り
橋
立
船
場
へ
と
 

送
り
込
み
、
そ
こ
か
ら
ま
た
横
渡
し
船
に
積
ん
 

で
対
岸
の
上
野
尻
中
島
船
場
へ
陸
揚
げ
し
た
。
 

橋
立
か
ら
津
川
湊
へ
通
漕
で
き
れ
ば
面
倒
が
な
 

い
の
だ
が
、
こ
こ
に
も
下
流
に
銚
子
ノ
口
の
難
 

所
が
あ
っ
て
避
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 

　
そ
れ
で
上
野
尻
か
ら
馬
に
付
け
た
廻
米
は
、
 

一
つ
は
大
下
野
尻
（
端
村
）
を
通
り
、
銚
子
ノ
 

口
を
右
に
見
て
徳
沢
船
場
へ
運
び
、
そ
こ
か
ら
 

船
に
積
み
替
え
て
津
川
へ
。
一
つ
は
車
峠
を
越
 

え
て
白
坂
宿
ま
た
は
宝
川
宿
へ
と
運
送
し
た
。
 

　
一
方
、
前
号
七
千
人
の
商
人
や
米
塩
中
追
い
 

馬
は
橋
立
の
下
流
柴
崎
舟
場
を
使
っ
た
。
と
こ
 

ろ
が
銚
子
ノ
口
に
橋
が
架
か
れ
ば
ど
う
な
る
か
 

？
　
そ
う
な
る
と
人
馬
・
物
流
は
新
郷
通
り
滑
 

沢
か
ら
真
っ
直
ぐ
滝
坂
へ
出
て
銚
子
ノ
口
橋
を
 

渡
り
、
そ
の
ま
ま
越
後
街
道
宝
川
宿
か
八
田
宿
 

へ
出
て
し
ま
う
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
 

柴
崎
舟
場
も
上
下
両
野
尻
宿
も
置
い
て
け
ぼ
り
 

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
打
撃
 

で
あ
る
。
そ
れ
で
ま
ず
柴
崎
村
肝
煎
高
橋
亨
家
 

の
嘆
願
書
を
見
て
み
る
。（
意
訳
）
 

　
当
村
は
津
川
よ
り
北
方
へ
の
裏
街
道
で
、
米
 

　
塩
中
追
い
馬
を
始
め
米
沢
・
会
津
・
越
後
の
 

　
往
来
人
・
諸
商
荷
・
青
苧
・
漆
・
紙
・
煙
草
 

　
そ
の
ほ
か
木
曽
・
小
土
山
両
御
蔵
出
し
米
の
 

　
中
継
ぎ
場
で
、
裏
駅
所
の
舟
場
で
ご
ざ
い
ま
 

　
す
か
ら
年
々
二
百
貫
文
（
公
定
銭
相
場
換
算
 

　
五
十
両
）
余
の
収
入
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
銚
子
ノ
口
に
橋
が
架
け
ら
 

　
れ
れ
ば
右
の
往
来
は
皆
そ
の
橋
ば
か
り
を
通
 

　
る
事
に
な
っ
て
当
村
の
往
来
は
断
絶
し
、
街
 

　
道
そ
の
も
の
が
そ
ち
ら
に
移
っ
て
し
ま
う
事
 

　
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
当
村
第
一
の
産
 

　
業
を
失
い
、
し
か
も
そ
れ
は
永
久
で
す
か
ら
 

　
そ
の
損
害
は
甚
大
で
す
。
よ
っ
て
架
橋
の
場
 

　
合
は
二
百
貫
文
余
の
三
分
ノ
一
の
七
十
貫
文
 

　
を
毎
年
補
償
願
い
ま
す
。
　
　
（
つ
づ
く
）
 

せ
が
し
ら
 ア

イ
ツ
カ
 

ウ
シ
ウ
ミ
 

う
ば
い
し
 

あ
お
そ
 

ツ
イ
エ
 

ユ
ウ
 ワ

ズ
 

30

45

第
　
回
群
岡
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

30

13

16

返
却
期
日
の
過
ぎ
た
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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当
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

 □
ト
イ
レ
の
後
の
手
洗
い
は
、
し
っ
か
り
手
首

　
ま
で
洗
っ
て
い
る
。
 

□
毎
日
、
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
替
え
る
こ
と
を
忘

　
れ
な
い
。
 

□
ま
な
板
や
ふ
き
ん
な
ど
は
、
熱
湯
消
毒
し
た

　
後
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
て
い
る
。
 

□
賞
味
期
限
の
切
れ
た
食
品
が
冷
蔵
庫
に
あ
る

　
こ
と
は
な
い
。
 

□
こ
ま
め
に
冷
蔵
庫
の
掃
除
を
し
て
い
る
。
 

□
ト
イ
レ
や
台
所
の
手
拭
き
用
タ
オ
ル
は
汚
れ

　
が
目
立
た
な
い
う
ち
に
交
換
し
て
い
る
。
 

□
指
輪
や
時
計
を
付
け
た
ま
ま
調
理
す
る
こ
と

　
は
な
い
。
 

□
料
理
を
し
て
い
る
と
き
は
ペ
ッ
ト
を
近
付
か

　
せ
な
い
。
 

□
包
丁
を
洗
う
と
き
は
、
柄
の
部
分
ま
で
し
っ

　
か
り
洗
剤
で
洗
っ
て
い
る
。
 

□
つ
め
は
短
く
切
っ
て
、
爪
と
指
の
間
が
黒
く

　
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
 

 　
○
の
数
は
、
い
く
つ
あ
り
ま
し
た
か
？
 

８
〜
　
　
ほ
ぼ
安
心
。
で
も
、
油
断
は
禁
物
。

４
〜
７
　
○
が
付
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
ぜ
ひ

　
　
　
　
実
行
し
ま
し
ょ
う
!
 

０
〜
３
　
今
す
ぐ
自
分
の
行
動
を
見
直
す
必
要

　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。
 

   

料理を残したら 
　・冷まして冷蔵庫や冷凍 

　　庫に保存 

　・温めなおす時も十分に 

　　加熱する 

　・ちょっとでも怪しいと 

　　思ったら口にしない 

10
あ
な
た
の
衛
生
度
チ
ェ
ッ
ク
！
 

これらのことに 
注意しましょう。 

お店で 
　・新鮮なものを選ぶ 

　　（消費期限や品質保持 

　　期限を確認） 

　・肉や魚は最後にかごに 

　　入れる 

冷蔵庫の管理 
　・冷蔵庫に食品を詰めす 

　　ぎない 

　・冷蔵庫は１０℃以下、 

　　冷凍庫は－１５℃以下 

手の衛生 
　・爪は短く切る 

　・せっけんをつけて、手首ま 

　　でしっかり洗う 

調理するとき 
　・解凍は、冷蔵庫か電子レ 

　　ンジを使う 

　・加熱は中までしっかりと 

後処理 
　・まな板やふきん類は、 

　　熱湯消毒のあとしっか 

　　り乾燥させる 



11

P

   

   

   

   

みんなの広場 みんなの広場 
新
田
　
　
勉
 

〔
芝
　
草
〕
 さ ん 

　片浦惠美子さん (7月号から） 

◆　メッセージ　◆ 

　春の水仙はとてもきれいでした。 

コスモスも楽しみにしています。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

野
沢
下
條
か
ら
見
た
蝉
峠
山
 

（
子
供
の
時
に
家
に
帰
る
時
に
見
え
た
景
 

色
で
、
赤
ト
ン
ボ
や
夕
焼
け
の
景
色
が
今
 

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
）
 

あなたのモットーは？ 
　自分の生き方を大事にしたい 
です。 
 
気をつけていることは？ 
　年もとったので、ジョギング 
や山歩きなんかをして、健康に 
気をつけています。 

熱中していることは？ 
　コスモス作りです。草むしり 
や水撒きなど思った以上に手間 
がかかるし、そろえて植えるの 
はなかなか難しいです。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ．Ｓさん（さゆりが丘） 

　
今
、
高
齢
者
の
間
で
は
さ
ゆ
り
銭
太
鼓
が
大
流
行
し
て
い
ま
 

す
が
、
今
月
は
そ
の
若
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
で
も
い
う
べ
き
「
Ｙ
 

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
」
を
元
気
に
踊
っ
て
い
る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
 

す
。
 

　
こ
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
 

Ｉ
は
町
商
工
会
青
年
部
 

と
女
性
部
が
中
心
と
な
 

っ
て
始
め
た
も
の
で
、
 

現
在
週
１
回
公
民
館
で
 

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

毎
回
　
人
ぐ
ら
い
の
人
 

が
参
加
し
て
お
り
、
町
 

内
各
地
区
か
ら
幅
広
い
 

年
代
の
様
々
な
職
種
の
 

方
々
が
い
て
、
人
と
人
 

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
 

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
 

す
。
 

　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
は
い
ろ
い
ろ
な
曲
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
 

ま
す
が
、
ど
れ
も
体
全
体
を
使
っ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
元
気
な
踊
 

り
で
す
。
１
曲
約
５
分
の
踊
り
が
終
わ
る
と
結
構
な
運
動
に
な
 

り
、
汗
だ
く
に
な
る
人
も
い
ま
し
た
。
 

　
参
加
し
て
い
る
人
に
話
し
を
聞
い
て
み
る
と
　
健
康
の
た
め
 

に
参
加
し
て
い
ま
す
　
　
体
を
動
か
す
の
が
楽
し
い
で
す
 

　
銭
太
鼓
に
は
ま
だ
早
い
か
な
と
思
っ
て
　
　
小
さ
い
子
で
も
 

で
き
る
と
思
う
の
で
も
っ
と
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
　
な
ど
と
 

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
す
で
に
覚
え
た
人
も
か
な
り
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
町
の
 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
踊
り
を
見
ら
れ
る
日
も
遠
く
な
い
よ
う
で
す
。
 

20

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

よ
　
　
さ
　
　
こ
　
　
い
 



12

   

   　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
　
歳
か

ら
　
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
支
え

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

◎
　
歳
の
義
務
 

　
　
歳
に
な
る
と
成
人
と
し
て
の
い
ろ
い
ろ
な

権
利
や
義
務
、
社
会
的
な
責
任
が
加
わ
り
ま
す
。
 

そ
の
中
の
一
つ
に
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
あ
り
、
 

　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
に
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
就
職

し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
の
で
新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
 

◎
学
生
も
加
入
 

　
以
前
は
学
生
は
任
意
加
入
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
加
入
し
て
い
な
い
学
生
が
障
害
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
卒
業
し
て
か
ら
保
険
料

を
納
め
始
め
て
も
満
額
の
受
給
と
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
学
生
も

　
歳
に
な
れ
ば
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

◎
学
生
の
納
付
特
例
 

　
学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合

に
は
、
学
生
専
用
の
免
除
制
度
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

    　
　
福
島
県
下
水
道
公
社
で
は
、
平
成
　
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験
を
行
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
こ
の
試
験
の
合
格
者
を
責
任
技
術

者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
 

▼
日
時
　
　
月
　
日
 

▼
会
場
　
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
福
島
（
郡
山
市
）

▼
受
験
手
数
料
　
３
、
０
０
０
円
 

▼
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
か
ら
９
月
　
日
 

▼
申
込
先
　
下
水
道
課
 

＊
希
望
者
に
は
受
験
講
習
会
が
　
月
　
日
　
に

　
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
下
水
道
課
施
設
係
　
　
　
│
４
５
３
５
 

    　
会
津
森
林
管
理
署
喜
多
方
事
務
所
（
旧
喜
多

方
営
林
署
）
は
、
８
月
１
日
を
も
っ
て
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。
廃
止
後
は
会
津
森
林
管
理
署
が

業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

西
会
津
町
に
は
奥
川
森
林
事
務
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、
国
有
林
な
ど
で
の
ご
用
件
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
森
林
管
理
署
 

　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
３
２
７
０
 

　
奥
川
森
林
事
務
所
　
　
　
│
２
１
５
７
 

    　
防
衛
庁
で
は
、
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
自
衛
官
等
の
募
集
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す
。
 

                 　
な
お
、
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
会
津
若
松
出
張
所

　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
６
７
２
４
 

45

20

6020
2020

20

（財） 

（水） 

13

11

14

（木） 

10

45

47 2727

18

（金） 

10

（月） 

10

　採 用 種 目 

防 衛 大 学 校 

防衛医科大学校 

航 空 学 生  

看 護 学 生  

一般曹候補学生 

曹 候 補 士  

２等陸・海・空士 

自 衛 隊 生 徒  

　受付期間 

９／13～10／12 

９／13～10／12 

８／６～９／７ 

９／13～10／12 

８／６～９／７ 

８／６～９／７ 

８／６～９／７ 

11／５～１／５ 

　入隊時年齢 

18歳～21歳未満 

18歳～21歳未満 

18歳～21歳未満 

18歳～22歳未満 

18歳～24歳未満 

18歳～27歳未満 

18歳～27歳未満 

15歳～17歳未満 

　種目説明 

幹部 

幹部（医師） 

パイロット 

看護婦 

永年勤続隊員 

永年勤続隊員 

任期制隊員 

専門技術者 
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最
近
、
飼
い
犬
や
ね
こ
の
フ
ン
の
処
理
に
対

す
る
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
犬
の
散
歩
の
際
に
は
、
飼
い
主
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
持
参
し
て
フ
ン
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
責
任

を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼
育

場
所
の
内
外
は
常
に
清
潔
に
し
、
昆
虫
や
悪
臭

の
発
生
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
あ
な
た
の
 

飼
い
犬
や
ね
 

こ
が
近
所
の
 

嫌
わ
れ
物
も
 

の
に
な
ら
な
 

い
よ
う
に
、
 

正
し
く
飼
い
 

ま
し
ょ
う
。
 

    ★
労
災
・
過
労
死
相
談
 

　
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
社
会
的
に
問
題

に
な
っ
て
い
る
過
労
死
や
労
災
補
償
に
関
す
る

相
談
会
を
毎
月
第
２
月
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
 

　
医
師
な
ど
の
専
門
家
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
来
所
お
よ
び
電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
仕
事
と
健
康
に
つ
い
て
悩
み
が
あ
る
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
日
時
　
毎
月
第
２
月
曜
日
 

　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
午
後
４
時
 

▼
場
所
　
福
島
市
栄
町
６
│
６
 

　
　
　
　
労
災
年
金
福
祉
協
会
　
福
島
労
災
年

　
　
　
　
金
相
談
室
 

▼
電
話
番
号
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
 

　
　
　
　
　
　
０
１
２
０
│
６
０
３
１
１
４
 

  ★
高
齢
者
電
話
相
談
 

　
楽
し
く
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と
。

そ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
 

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
高
齢
者
の
財
産
や
福

祉
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
 

　
当
会
や
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
税
理
士
会

な
ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

悩
み
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

   ▼
日
時
　
９
月
８
日
　
・
９
日
 

　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
午
後
４
時
 

▼
電
話
番
号
　
０
２
４
│
　
│
１
３
２
１
 

▼
相
談
内
容
　
不
動
産
に
関
す
る
問
題
、
財
産

　
の
管
理
や
処
分
の
問
題
、
福
祉
や
介
護
保
険

　
の
問
題
、
年
金
や
税
金
の
問
題
な
ど
 

  ★
自
動
車
保
険
相
談
 

　
福
島
自
動
車
 

保
険
請
求
相
談
 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

交
通
事
故
に
遭
 

わ
れ
た
時
な
ど
 

の
自
賠
責
保
険
 

お
よ
び
自
動
車
 

保
険
の
内
容
、
 

保
険
金
請
求
手
 

続
き
な
ど
に
つ
 

い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
電
話
及
び
面
談
で
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

　
自
動
車
事
故
な
ど
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
電
話
相
談
 

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
　
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
　
分
 

▼
弁
護
士
相
談
（
予
約
制
、
面
談
の
み
）
 

　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
電
話
番
号
　
０
２
４
│
　
│
１
２
９
５
 

　今年５月21日に、大黒屋しゃくなげ友 

の会（いわき市）が自己破産の申立を行 

ったことに伴い、同友の会発行の「お買 

物券」が使用できなくなっており、また、 

同友の会の「積立金」が返金できなくな 

っております。 

　この「お買物券」と「積立金」につい 

ては、割賦販売法に基づく営業保証金及 

び前受業務保証金から還付を受けること 

ができます。還付を希望される場合は、 

10月15日までに申出を行ってください。 

　なお、詳しいことは次までお問い合わ 

せください。 

【申出・問い合わせ先】 

　東北経済産業局流通消費課 

　　０２２－２６３－１１１１ 

　　　　　　　　内線５２７２ 

大黒屋しゃくなげ友の会 
のお買物券及び積立金の 
還付のおしらせ 

521 533

10

10

（土） 

（日） 
30

40
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「
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
教
室
」
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
健
康
づ
く
り
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
、
野
沢
町

内
な
ど
約
２
　
を
歩
き
、
心
地
好
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。
 

 　
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
企
画
調
整
課
　
　
　
―
4
5
3
6

渡　部　誓　子（71）道　男　妻の伯母　萱　本 

齋　藤　ハルエ（90）　弘　　母　縄　沢 

土　田　藤　野（89）哲　郎　母　上野尻 

塚　原　信　六（82）ひさの　夫　下野尻 

伊　藤　　　博（75）トクコ　夫　徳　沢 

鈴　木　喜　一（70）勝　則　父　向　原 

戸 籍 の 窓 口  
６月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

あおい 

こうたろう 

あや 

こう へい 

古　田　　葵　　　稔・くみ子　　７町内 

上　田　康太郎　　康二・まどか　９町内１ 

佐　藤　　彩　　　玄・ヒロ子　　森　野 

馬　場　洪　平　　洪吉・知秋　　西林東 

休
日
当
番
医
 

歯
科
休
日
当
番
医
 

《
喜
多
方
管
内
》
 

《
会
津
管
内
》
 

22
―
0
4
1
4

（
0
2
4
1
）
 

病
　
院
　
名
 

小
　
野
　
病
　
院
 

星
　
　
医
　
　
院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

三
浦
産
婦
人
科
医
院
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

み
つ
は
し
医
院
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

山
田
産
婦
人
科
医
院
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

渡
辺
小
児
科
医
院
 

小
　
野
　
病
　
院
 

あ
き
も
と
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

22
―
0
0
0
5
 

24
―
3
3
3
3
 

22
―
0
2
9
3
 

24
―
5
0
2
1
 

21
―
1
3
1
1
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

22
―
6
3
0
0
 

22
―
2
1
8
1
 

22
―
3
1
3
3
 

22
―
0
4
1
4
 

21
―
1
5
1
5

電
話
番
号
 

月日 8／51219269／29

（
0
2
4
2
）
 

26
―
8
3
7
1

（
0
2
4
2
）
 

75
―
5
5
5
0

（
0
2
4
2
）
 

29
―
4
1
8
2

（
0
2
4
2
）
 

56
―
2
1
1
8

（
0
2
4
2
）
 

28
―
7
1
1
0

（
0
2
4
1
）
 

22
―
1
5
6
3

（
0
2
4
2
）
 

25
―
1
1
1
0

（
0
2
4
2
）
 

66
―
2
3
4
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
0
7
2
2

（
0
2
4
2
）
 

83
―
3
1
0
0

（
0
2
4
2
）
 

27
―
6
4
8
0

（
0
2
4
1
）
 

21
―
1
1
8
8

病
　
院
　
名
 

筒
井
歯
科
（
会
津
若
松
市
） 

い
し
か
わ
歯
科
（

河
東
町
） 

長
峯
歯
科
（
会
津
若
松
市
） 

江
川
歯
科
（
会
津
本
郷
町
） 

蓮
沼
歯
科
（
会
津
若
松
市
） 

井
草
歯
科
（
喜
多
方
市
） 

お
お
ほ
り
歯
科
（
会
津
若
松
市
） 

斉
藤
歯
科
（
猪
苗
代
町
） 

松
山
歯
科
（
会
津
若
松
市
） 

猪
俣
歯
科
（
会
津
坂
下
町
） 

宮
澤
歯
科
（
会
津
若
松
市
） 

大
塚
歯
科
（
喜
多
方
市
） 

電

話

番

号

 

月日 8／59 1219269／2

○日時　８月 7日（火） 
　　　　８月27日（月） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，417人　－ 4人 

　・男　　4，580人　± 0人 

　・女　　4，837人　－ 4人 

○世帯数　3，016世帯－3世帯 

7月1日現在 

今月の表紙 

45

km


